
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
清流会執行部からのあいさつをスタートに、それぞれの専門委員会（学習文化専

門委員会・生活健康専門委員会）に分かれて、本年度の専門委員の紹介をし、５月
の取組について話し合いを行いました。５年生５名が新たに清流会メンバーに加わ
り、先輩方に教えてもらいながら、それぞれの委員会の活動目標や活動内容を把握
していました。 
清流会会長の夏羽さんは、「様々な活動において、他人まかせにすることなく、

誰もが自分事として関わり、矢部清流学園のみんなでつくりあげる清流会活動にし
ていきたい！」と意気込みを語っていました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 清流会の活動スタート！  4月 25日（火） 

専門委員会で５月の取組について話し合いました！ 

地域の方からの愛校作業（草刈り）  5月 10日（水） 

昨年に引き続き、栗原裕典さん、石川支所長をはじめ、地域の方々に校内の草刈りをして

いただきました。校舎やグラウンドの周りにうっそうと茂っていた草を刈っていただき、

すっきり！すっきり！子ども達も安全に遊んだり、学習したりすることができます。農作

業でご多用な中、本当にありがとうございました。 

また、下校中の生徒たちが、自転車を停め、深々と頭をさげてお礼を伝えていた姿に、

「こげんかふうに、ちゃんとあいさつ（お礼を言える）できるけん、感心たい！」と言って

いただいたことが嬉しかったです。そうです！支援していただいていることへの感謝の気

持ちを決して忘れることなく、日々の生活を送ることが大切です。 

５月９日（火）には、地域学校協働活動本部会議 

も矢部公民館で開催されましたが、その会議の中でも 

「学校がすることには、だっでんかせする！」矢部 

は誰もが、そんな気持ちでいる！というありがたい 

言葉をいただき、そのような地域の方々にあらためて 

感謝の意を表するとともに、学校の教育活動や子ども 

達の頑張っている姿が地域の活性化につながるから、 

私たち職員もより一層頑張らなければ！と、肝に銘じ 

たところです。 

青少年の主張大会（6月 11日）に向けての取組 

６月に矢部地区青少年の主張大会、夏休み頃にはさんご賞等の作文募集が実施されるため、
善学科５～９年の国語の授業では、単元のゴールを「主張文を発表すること」「報告文を書く
こと」と設定した上で、それぞれの学年で取り扱う国語の教材について読解力を養う学習を
行っています。このことにより、読解力を身に付けながらも、文の構造を学び、さらには、
学習した内容や自分の経験したこと等をつなげ、自分の考えをまとめ、相手に伝える方法に
ついて学ぶことができます。 
 

【５年】「動物たちが教えてくれる海の中のくらし」筆者：佐藤克文 
    環境問題についての説明文から･･･ 
【６年】「サボテンの花」筆者：やなせたかし  「生きる」筆者：谷川俊太郎 
    物語や詩の意味を考え、朗読することから･･･ 
【７年】「自分の好きなことについて」の自己紹介から･･･ 
    「シンシュン」筆者：西加奈子  中１の出逢いを描いた物語から･･･ 
                    

【８年】アイスプラネット 
                       筆者：椎名誠 
                   好奇心旺盛なおじの話（小説）から･･･ 
                                     【９年】握手 筆者：井上ひさし 
                   修道士と主人公の対話（小説）から･･･ 
 
                   子ども達がどのような主張文を表現する                

か楽しみにしていてください！ 
                       
            
     

 

清流会会長 野中夏羽（９年）

学習文化
専門委員長

野中美遥（８年）

生活健康
専門委員長

牛島響晴（９年）

清流会執行部 

☆委員長 ○副委員長 
清流会（善学科の児童生徒による生徒会・児童会活動）での 

取組を、学校全体の取組として浸透させるために、６年生が前期課程児童 

のリーダーとして、善遊科の児童へ、月の重点目標を伝えています。 

【善遊科の各教室や廊下に掲示】 

 
学級組織 


